「児童サービス論」テキストのあり方を資料論とサービス論の構成比から考える by 青栁 啓子
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表２ 各テキストの分類とページ数 
 ①資料論 ②サービス論 ③巻末資料 ④その他 








unit 35 (4p)､ 
unit 38 (4p)､ 




















3p p.235-237 27p 目次等(14p)、
索引(13p) 






























ジ数）とその内訳（①資料論 ②サービス論 ③巻末資料 ④その他）は以下のとおりであ
る。 
A：460,728w(27w×27行×632ｐ), ①222,345 ②189,540 ③21,870 ④26,973
B：349,650w(37w×35行×270ｐ), ①  85,470 ②235,690 ③  9,065 ④19,425
C：215,670w(35w×26行×237ｐ), ①  91,910 ②  96,460 ③  2,730 ④24,570
D：187,180w(35w×28行×191ｐ), ①  39,200 ②127,400 ③17,640 ④  2,940
Ｅ：186,620w(43w×35行×124ｐ), ①   7,525 ②139,965 ③25,585 ④13,545
研究ノート 
























料について述べる。B にのみ掲載されている「0 歳から 18 歳の子ども向け図書館サービス
ガイドライン」(2018年)は乳児からヤングアダルトまでを対象にした IFLA最新のガイドラ
インである。公共図書館の使命から児童サービスをとらえることも重要なので、Dにのみ掲
載の「ユネスコ公共図書館宣言 1994 年」12) も重要な資料と考える。また、子どもの人権







資料論 サービス論 関連資料 その他
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１） 井上靖代ほか「「児童サービス論」教授内容の提案：テキスト分析を通じて」『図書館界』vol. 62, 
no. 2, July 2010, p. 170-181. 
２） 米谷優子「児童図書館員養成に求められる授業内容：「児童サービス論」教科書分析の批判に関し








葉大学教育学部紀要』vol. 38, December 2017, p. 1-13. 
６） 前掲３） 

















14) 前掲３），p. 16. 
15) 荒井督子「よりよい蔵書をきずいていくために（二）」児童図書館研究会編『こどもの図書館』vol. 
33, no. 5, May 1986, p. 2-4.でも紹介されている。 
16)『出版指標年報2020年版』全国出版協会出版科学研究所, 2020, p. 129-133. 
17)  前掲３），p. 4. 
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